「おとなの童話集」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　禁複製

　　　むかしこどもだった心やさしいあなたへ
　殉　　　　愛
　　　　　　　よしとても、よしとても、この身は軽　

　　　　　　し徒に、恋の奴になり果てて、亡き世

　　　　　　なりと憂きからじ

世阿弥「恋重荷」
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　　　　　　　　　　　尾崎　　　寛
序

 海にむかって張り出したテラスは、そのまま遠浅の砂浜につづいている。夜の海に落ちた月の影は、小さな波の上で砕け聖ディオニューソスの娘たちのように妖しく踊る。彼は部屋の中からグラスを手に夜の海を見つめていた。開け放たれたテラスからは絶え間ない潮騒と心地よい夜の風が流れこんでいた。まるで夢のような世界だ、と彼は思う。夜の海がこんなにも妖しく見えるのは、この酒のせいだろうか。彼は、薄く血の色を溶かした液体を見つめ飲み過ぎたかなと思った。夢といえば、彼がこの部屋にいることも信じ難いことにちがいない。いや、彼が恋をしたことですらキューピットがよほどの悪戯心をおこしたか、酔っ払っていて手元が狂ったのだとしか考えられなかった。事実、彼の同僚も上司も「気が狂ったのだ！」と言う以外に理解できなかったのだから。
  その女をはじめて見たのは、彼の勤める会社の巨大なビルの中だった。彼はいつものとおり廊下をモップで磨いていた。鏡のように磨け、というのが主任の口癖だった。彼は勤勉に一日のほとんどの時間、廊下磨きに費やした。その日、彼は近づいて来るカッカッという堅くリズミカルな音に思わず頭をあげた。真紅の、炎のように鮮やかな光りが、彼の目を奪った。傍らを通り抜けようとする若い女の美しさが、彼の視線を釘付けにした。まっすぐ通った鼻筋とすずしい光りを湛えた目は、近寄りがたい神性さえ感じさせ、海の泡から生まれたという女神を思いおこさせた。女が廊下の端に消えるまで茫然と見送ったのだが、すでにそのとき、かれの心に火種が投げ込まれていた。その日のうちに、その女がこの会社の社長令嬢であることや若い男性社員の誰に白羽の矢が当たるか、たいへんな騒ぎのあることを彼は知った。
  恋するものが持つ希望と不安の日々が彼をおそった。海岸線が豊かに膨らみ、やがてしぼんでいくように、彼の時間も希望を運んできては持ち去った。時には、恋をしたことを恥じた。しかし自分の存在そのものに対する恥じらいのような不安は、却って彼の存在を奮い立たせた。絶望的な恋は、それゆえに彼を狂わせた。寡黙になり、熱病病みのように目の焦点が定まらず、頬の肉も落ち込んでいったとき彼は決心を固めた。・・・・手紙を書こう。幾夜かを書いては破り捨てる作業に没頭した。溢れるほどの言葉を持てばこそ、言葉を使うことがいかにむずかしいかを彼ははじめて知った。狂気に燃える想いに較べたら、言葉がどんなに軽いものかを思い知らされた。貧しい頭脳から幾種類もの綿々たる恋情を訴える文章が搾り出され、闇の中へ捨てられていった。悶々とした苦痛との永い闘いの末、彼の脳裏にひとつの言葉が浮かんだ。

     亡き世なりと憂きからじ

  その言葉は、彼の希望を満たすかのように励まし、やがて精魂こめた手紙が誕生した。手紙というには余りにも短い、たった一行の恋文が。

  私は、貴女の美に殉ずる覚悟でございます。

  彼の投函した生まれはじめての恋文は、彼の希望にも不安にも応えなかった。もちろん返事などなかったし、それが彼のささやかな生活に破綻をきたすような事件も起こさなかった。ただ無視された。だが、投げ込まれた小さな火種はたちまち炎となって燃え広がり、心の原野を炎の海と化した。歯止めを失った彼は、手紙を書き続けた。
 誰の目にも異状が明らかになっていったとき、あまりの変化を心配した友人に絶対口外しないという約束で全てを打ち明けた。友人は唖然とした。正に狂ったのだと思った。信じられない話しだが、それだけに彼が途方もない行動に出るのではないかと怖れた。さらに悩みぬいた友人は、とうとう主任に話してしまった。話しは内密に上へ上へと伝わり、やがて一人の重役の口から女の耳に届いた。「社内に怪しからん噂がございますので、万が一のためにお耳にいれておきます」そして、我々重役のためにもこれ以上美しくなられませんように、と追従を言うのを忘れなかった。女は彼の手紙のことを話さなかった。少し考えているようだったが、やがて部屋へ入ると高級な香水が立ち上る便箋に短い文をつづった。

  はじめて恋文を書いてから一か月後、彼は女手の封書を手に震えていた。これは、今までに何度となく見た夢と同じ夢なのだと思った。が、夢はさめることがなかった。彼の体は、丸三日間激しい震えと熱の中をさまよった。

  あなた様のお心を身にしみてうれしく存じます。次の日時にお待ちいたしております。 かしこ

  浦島様　まいらす

 海辺に建つ、指定された大きな別荘の前で車から降り立ったとき、彼は膝頭が細かく震えているのを感じていた。自分とただの一度も結びつけて考えもしなかった豪壮な別荘の前で、一瞬不安にも似た子どもっぽい感情に襲われた。波頭が月光に映えて白い牙をむき、崩れ落ちる。その音がほんの僅かの間彼の狂気を抑えたのかもしれない。俺はとんでもない間違いを犯しているのだろうか、という考えが頭をもたげたとき、彼は歩き出していた。
  背後に海を控え大きな林に囲まれた屋敷は、ひっそり静まりかええている。取次ぎに出た女中に案内されて中へ入り、長い廊下を何度もまがって、やがて海へ向かって大きく開いた部屋へ通された。フロァースタンドの光りの中にソファーと大理石のテーブルがあり、白いテーブルの青い瓶とグラスが目についた。さらに一枚の便箋が彼の注意をひく。

 まことに申しわけございません。よんどころない用ができましたので少々お時間をいただきたく存じます。おなぐさみに粗酒をご用意いたしました。こころおきなくお召しあがりくださいませ。

 彼はゴブラン織りの椅子に掛けしばらく茫然としていたが、たしかに酒でも飲むよりほかにすることがなかった。瓶を取りあげ口を開ける。グラスについだ液体は、薄く血の色を溶かした色だった。匂いをかぐと、それは彼がそれまでに知らない淡い優しさをはなっている。口にふくむと、彼の意思とは無関係に喉から食道へ滑りこんでいく。それは、およそ彼の酒の感覚とは異なったものだった。二杯目も春の温かな海霧のように鼻腔を満たした。いつしかなん盃かを重ね、夜の海を見ていた。波にくだけた光りは、彼の目の中でも揺れはじめていた。おそらく不思議な酒のせいだろう。彼は自分が若がえっていくような気がした。自分が肉体を所有していることすら意識しない体へ、まったく倦怠を知らないイカロスのように軽々と空を飛んだ時期の肉体へ蘇っていく力を感じていた。
  どれくらいの時間がたったものか、四角く切り取られた青い光りが徐々に部屋の中へ侵入して来た。部屋全体が少しづつ青い光りの中に沈んでいくにつれ、静かにゆっくりと海底へ下っていく気分だった。海は、彼の体内にも侵入し満ちてくる・・・・・。記憶の彼方の、胎内の暖かな海に浸ってまどろんでいたころ・・・・・・記憶にさえ無い夢・・・DNA の夢。部屋の明かりが急に明るくなったようで、一層暗くなったような奇妙な変化を感じたとき、お待たせしてごめんなさい、と涼しい声が歌声のようにとどいた。振り返ると、スタンドの灯は消され仄かに白い人影があった。彼は思わず立ちあがった。どうぞ、おかけになって、と女は静かに近寄ってくる。射しこんだ月光の反映で、女の薄い絹が舞うようすは、彼女を慕って付き添うチョウチョウ魚たちの群れの舞いだ。わたしもいただくわ、と彼のかたはらに掛ける。青い瓶の酒をつぎながら、女も酒と同じ淡い香りを放っているのをしった。
　あなたは海蛇座、わたしは乙女座・・・ちょうどいま乙女座は、海蛇座をしたがえて天究のいただきに登っているわ。彼は体の奥から熱が溢れてくるのを感じて、思わずなにか言おうとした。が、白珊瑚のような華奢な指が彼の口を覆った。恋に言葉はいらないわ。言葉は邪魔になっても助けにはならないのよ。白い珊瑚の先には、ひとつづつ形の良い桜貝があった。その愛らしさに、思わず彼は口に含んだ。体の熱はますます嵩まってある方向を目指す。二人の間が距離を失い、海の縁飾りの白い泡のレースが、豊かな干満を繰り返す女の胸で波うっている。耳のような貝殻？、柔らかな貝殻のような耳？・・それをそっと吸い、なめらかに湾曲した、頬から首の透きとおる海岸線をゆっくりたどる。音楽が聞こえる。もうひとつの潮騒が、輪廻（ロンド）となって聞こえる。死の闇を湛えたふたつの洞穴から、暑く湿った風が強く弱く吹き出し、猥雑なロンドとなってデュオニューソス神の饗宴をよびさます。海に接する白い縁取りに行き着いた彼は、波打ち際を逡巡したのち、薄い海の表皮をはぎ取った。波のうねりは大きくなって彼を弄び、彼は海の底へと下っていく。
　さまざまな海の光景を見た。柔らかく厚いまっかな珊瑚の奥で彼を誘うウツボは、中近東の娘たちのように妖しく肢体をうねらせる。海の果実の豊かな量感を味わい、その頂きに寄生した海ホウズキと戯れる。しなやかに動く白い海蛇に全身を強くとらわれ、鋭い牙が彼の背中に四本の平行な傷をつける。その毒が電流のように走り彼を麻痺させたとき、彼は自分が海亀の背にまたいでいるのに気づいた。大きな亀は、さらに深い底へと彼を引いて行く。彼の恋焦がれたその熱い海こそが、狂気を満たしうる唯一の宇宙であることを知った。やがてゆるやかな起伏の広い海底が現れる。青白く輝く海底は断続的に波うち、ロンドのテンポはますます速くなり、亀は滑るように進んで行く。突然海藻の林が行く手を遮る。黒々とした海藻はゆらゆらと揺れ、奥深い森を形成している。立ち入ることは許されないのでは・・・彼は一瞬躊躇した。が、彼を乗せた亀は、特別な予感を感じとったかのように自信に満ちた強さで進む。海藻は体に巻きつき彼ををくすぐった。深い森は、突然断崖となって谷底へ落ち込む。そこからは、青い光りも闇に吸収され、底知れない黄泉の世界が開ける。その闇の底には、この世界の絶対的支配者の巨大なシャコ貝がまちかまえている。波打った貝殻の縁に緑に発光する藻を纏い、鮮やかな肉の外縁をはみださせている。無数のこまかい襞をもつ肉は、呼吸のためにゆっくり膨らんではちぢむ。肉のなかに穿たれた水管の穴は、その度に水を吸いこみ吐き出し、周囲の肉片をひらひらと揺らす。彼の亀は、水管の深い闇をめざして速度をあげる。よせ！そこは、竜王の、魔王の巣窟だ！彼は亀をおしとどめようとした。が、もはや制御はきかない。たちまち亀は、闇の奥へ突進した。彼の体の中で、赤、青、黄色の鮮やかなネオンの光りを放つ小魚の群れが乱舞する。強い毒が体に回り、彼の存在が内側から燃え上がり白熱化して爆発にむかう。彼は思わず叫んだ。

破

相変わらずの波の音と光りの静寂の中で彼はめざめた。夢の名残りが、彼の下半身に燃えくすぶっている。夢・・？・・・彼は虚ろな目で辺りを見回す。全てが元のままだった。青白い冴えた光りも部屋のようすもなにひとつ変わっていない。もう随分時間がたったのだろう。月は大きく傾いてすでに水平線に接し海に還ろうとしている。彼は、不思議な酒を飲みすぎたのだと思った。彼が眠っている間にきっと女が来たのだろう。愛想をつかせてしまったに違いない。激しく後悔したが、二度とチャンスは訪れないだろう。
　彼は椅子から起き上がった。百年に一度の恋の機会に再び恵まれることはないだろう。虚しい気分を抱えたたまま帰ろうとした彼の目に、ふと見慣れないないものが飛びこんで来た。真紅の地に金糸の花を咲かせた華麗な綾錦の手箱が、テーブルの上に夢の結晶のように輝いている。それは、先ほどまでは確かになかった。彼の眠っている間に女が置いていったのだろうか。
　手箱を引き寄せると、しばらくその美しさに見入っていた。何が入っているのだろう？彼はそっと開けてみた。中は黒漆塗りで、何も入っていなかった。不審に思って、明かりの下まで持って行き、いろいろに角度を換えてみた。動かしていると、突然、暗い箱の底に人間の顔が現れた。白髪の下には亀裂のような深い皺が何本も走り、さらに艶をなくした皮膚には沈着した色素がシミを作っている。愛らしい箱の中身は鏡だった。高く張り出した頬骨、大きく潰れた鼻、老木のような顔は、まぎれもなく彼の顔だった。相似形の二人は、驚いて互いを見つめあった。箱の中からもうもうと煙が立ち昇った・・・かと思われるほど、彼の視界は混乱した。

急

　次の瞬間に彼はすべてを悟った。これが、あの女の計略だったのか！脳天に雷が落ち、大音響とともに彼の体を貫いた。そして、彼はそれにも劣らないほどの叫び声を張りあげた。椅子を蹴飛ばしテーブルをひっくり返して彼は駆けだした。テラスを抜け海へむかって走った。砂浜を走りながら猛獣のように叫んだ。女の澄んだ美しい笑い声が、彼を追うように高らかに響き渡ったが、発狂した彼の耳には入らなかった。何回か砂浜に足を取られてどうと転倒し、起き上がっては駆ける。波打ち際近くで倒れると、傷ついた獣のように悲痛な叫びをあげ、四つん這いで進む。もう声はでない。出せない。喉からは血を吐き、血は涙に混じって彼は波の中へ頭を突っ込んでこときれる。



　　　　　　　.................................完...

本を読むとちょっと一言いいたくなりませんか？ (:>)

(:0)　言いましょう！


「はっくつ文庫」トップへ





ご感想メールをお送りください。

今後の参考やエネルギーにさせていただきます。（編集部）

ここは文末です



..........................ＤＢＬ（埋蔵文学発掘）会

